
学 会 の 動 き

委 員 会 報 告

概
要

　

2
0
1
4
年
3
月
7
日
～
9
日
、
第

26
回 

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会

（
A
C
E
C
C
）
理
事
会
が
ア
メ
リ
カ
・
ハ

ワ
イ
の
ホ
ノ
ル
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

A
C
E
C
C
は
、
ア
ジ
ア
域
内
の
持
続

可
能
な
社
会
資
本
の
整
備
と
発
展
を
目
的

と
し
て
、
加
盟
各
国
の
土
木
関
連
学
協
会

が
協
力
し
て
学
術
・
技
術
面
の
活
動
を
促

進
す
る
べ
く
、
1
9
9
9
年
9
月
に
発
足

し
た
組
織
で
あ
る
。
理
事
会
の
開
催
時
点

で
、
加
盟
国
は
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、台
湾
、韓
国
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
11
ヶ
国
と

な
っ
て
い
た
。
A
C
E
C
C
理
事
会
は
、

A
C
E
C
C
の
組
織
上
、
最
高
議
決
機
関

で
あ
り
、
年
に
2
回
の
頻
度
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

第
26
回
理
事
会
は
、2
0
1
6
年
8
月

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
第
7
回
ア
ジ

ア
土
木
技
術
国
際
会
議（7th CECA

R: 

Civil Engineering Conference in the 

A
sian Region

）
の
予
定
会
場
で
あ
る
ヒ

ル
ト
ン
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
ホ
テ

ル
内
の
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。日
本
か

ら
は
、
土
木
学
会
A
C
E
C
C
担
当
委
員

会
の
山
口
栄
輝
委
員
長（
九
州
工
業
大
学
）

の
ほ
か
、A
C
E
C
C
日
本
代
表
の
日
下

部
治
氏（
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
）
、
土

橋
浩
幹
事（
首
都
高
技
術
）
、
中
野（
日
本

工
営
）が
参
加
し
た
。ま
た
、本
理
事
会
は
、

土
木
学
会
が
A
C
E
C
C
常
設
事
務
局
を

招
致
後
の
最
初
の
理
事
会
で
あ
り
、事
務
総

長
で
あ
る
堀
越
研
一
氏（
大
成
建
設
）
と
芹

野
恵
美
子
氏（
土
木
学
会
）が
参
加
し
た
。

　

本
理
事
会
で
の
主
な
議
題
は
、
①
新
し

い
A
C
E
C
C
加
盟
国
の
承
認
、
②
財
務

委
員
会
の
設
置
、
③
A
C
E
C
C
技
術
委

員
会
の
活
動
内
容
の
報
告
と
承
認
、④
7
th 

C
E
C
A
R
会
議
会
場
の
視
察
お
よ
び
準

備
進
捗
報
告
、
⑤
A
C
E
C
C
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
再
構
築
報
告
等
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

土
木
学
会
と
し
て
は
、本
年
11
月
に
東
京
に

て
開
催
さ
れ
る
次
回
理
事
会
に
つ
い
て
、学

会
創
立
1
0
0
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
あ

わ
せ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
を

行
っ
た
。

新
し
い
A

 

C

 

E

 

C

 
C
 

加
盟
国
の
承
認

　

A
C
E
C
C
の
活
動
の
お
け
る
重
要
な

取
組
の
一
つ
に
加
盟
国
の
拡
大
が
あ
る
。最

近
で
は
、
ネ
パ
ー
ル
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
等
へ
の
働
き
か
け
を
し
て
お
り
、昨
年

8
月
の
理
事
会
で
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

が
11
番
目
の
加
盟
国
と
し
て
承
認
さ
れ

た
。
本
理
事
会
で
は
、
新
た
に
パ
キ
ス
タ
ン

（
I
E
P
：
パ
キ
ス
タ
ン
工
学
会
）
が
承
認

さ
れ
、加
盟
国
は
全
12
ヶ
国
と
な
っ
た
。

監
査
役
の
任
命
お
よ
び

財
務
委
員
会
の
設
置

　

常
設
事
務
局
の
監
査
役
と
し
て
、事
務
総

長
で
あ
る
堀
越
氏
よ
り
、Jae-w

oo Park

氏（
K
S
C
E
）
が
推
薦
さ
れ
、
理
事
会
に

て
承
認
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
財
務
委
員
会

の
設
置
が
提
案
さ
れ
、A
C
E
C
C
議
長
、

事
務
総
長
、
監
査
役
に
、
台
湾
、
イ
ン
ド
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
4
ヶ

国
を
加
え
た
体
制
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
今
後
の
A
C
E
C
C

の
財
政
運
営
管
理
は
本
財
務
委
員
会
が
担

う
こ
と
に
な
る
。

A
C
E
C
C
技
術
委
員
会
の

活
動
報
告
と
承
認

　

現
在
活
動
中
の
全
10
委
員
会
の
活
動
報

告
が
な
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
現
在
日
本
が
中
心
と

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
次
の
三
つ
の
委
員

会
に
つ
い
て
、各
委
員
会
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

に
基
づ
き
、山
口
委
員
長
が
報
告
し
た
。

①  

鉄
道
の
更
新
・
延
伸
に
関
す
る
技
術
委

員
会（
委
員
長
：
奥
村
文
直
氏（
鉄
道
総

合
技
術
研
究
所
）
）

②  

河
川
環
境
管
理
と
河
川
修
復
の
最
新
技

術
に
関
す
る
技
術
委
員
会（
委
員
長
：
萱

場
祐
一
氏（
土
木
研
究
所
）
）

③  

都
市
交
通
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

I
T
S
に
関
す
る
技
術
委
員
会（
委
員

長
：
牧
野
浩
志
氏（
中
日
本
高
速
道
路
）
）

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E
C
C
）

第
26
回
理
事
会
（
ホ
ノ
ル
ル
）
開
催
報
告

土
木
学
会 

A
C
E
C
C 

担
当
委
員
会 

幹
事
長

中
野 

雅
章

土木学会誌 vol.99 no.7 July 2014 82



7
th 

C
E
C
A
R
会
議
会
場
の

視
察
お
よ
び
準
備
進
捗
報
告

　

実
行
委
員
長
で
あ
る
、Udai Singh

氏

（
A
S
C
E
）
の
案
内
で
会
場
視
察
が
実
施

さ
れ
、
あ
わ
せ
て
7
th 

C
E
C
A
R
の
実

施
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。主
な

内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

◦�

開
催
時
期
は
2
0
1
6
年
8
月
30
～
9

月
2
日

◦�

テ
ー
マ
は「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お

け
る
持
続
可
能
な
社
会
基
盤
を
構
築
す

る
た
め
の
土
木
技
術
者
へ
の
啓
蒙
」

◦�

ジ
ャ
カ
ル
タ
協
定
の
継
続
を
意
識
し
た

内
容
と
す
る
。

◦�

同
時
開
催
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
4
～
5
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
、6
th 

C
E
C
A
R
よ
り

は
小
規
模
と
し
た
い
。

◦�

現
在
詳
細
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
中
で
あ
る
。

◦�

全
て
の
論
文
を
査
読
し
て
A
S
C
E
の

論
文
集
と
し
て
掲
載
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
予
稿
集
と
し
て
の
形
態

を
協
議
中
で
あ
る
。

A
C
E
C
C
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
再
構
築

　

従
来
は
3
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る

C
E
C
A
R
の
開
催
国
が
事
務
局
を
持
ち

回
り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、A
C
E
C
C

の
継
続
的
な
活
動
の
事
務
局
機
能
が
必
ず

し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
運
営
・
管
理
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、今
回

の
理
事
会
で
は
、土
木
学
会
が
招
致
し
た
常

設
事
務
局
か
ら
、
新
た
に
A
C
E
C
C
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た（http://w

w
w
.acecc-w

orld.

org/index.htm
l

）
。
こ
れ
に
よ
り
、
常
設

事
務
局
の
活
動
方
針
の
一
つ
と
し
て
挙
げ

て
い
た
各
種
会
議
議
事
録
や
委
員
会
報
告

等
の
書
類
管
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
本

会
議
で
は
、
初
め
て
全
て
の
会
議
資
料
が

A
C
E
C
C
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
事
前

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
と
な
っ
た
。コ
ン
テ

ン
ツ
は
A
C
E
C
C
の
歴
史
、
設
立
文
書
、

写真1　参加者全体写真

写真2　ACECC理事会の会議の様子
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A
C
E
C
C N

ew
sletter

、
関
連
行
事
予

定
、技
術
委
員
会
情
報
、C
E
C
A
R
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
が
あ
り
、A
C
E
C
C
へ
の

加
盟
や
活
動
内
容
に
興
味
の
あ
る
人
が
容

易
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。今
後
、引
き
続
き
改
良
し
て
い
き
、

実
用
性
の
高
い
も
の
に
仕
上
げ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。
短
期
間
で
、
上
記
を
実
現
し
た

土
木
学
会
の
常
設
事
務
局
に
称
賛
の
言
葉

が
贈
ら
れ
た
。

次
回
理
事
会
の
案
内

─
11
月
東
京
に
て
開
催

　

次
回
理
事
会
は
11
月
18
～
19
日
に
東
京

で
予
定
さ
れ
て
い
る
。前
回
東
京
で
開
催
さ

れ
た
の
は
約
2
年
半
前
で
あ
り
、東
日
本
大

震
災
か
ら
約
1
年
た
っ
た
東
北
被
災
地
へ

の
視
察
も
行
い
、参
加
者
は
土
木
技
術
者
と

し
て
自
然
災
害
対
策
に
取
り
組
む
重
要
性

を
再
認
識
し
た
。
今
回
、
理
事
会
を
招
致
し

た
大
き
な
目
的
は
土
木
学
会
創
立
1
0
0

周
年
記
念
行
事
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
あ
る
。

本
理
事
会
で
は
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

に
つ
い
て
、1
0
0
周
年
記
念
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
組
織
委
員
会
副
委
員
長
で
も

あ
る
土
橋
幹
事
が
、
19
日
～
21
日
に
開
催

さ
れ
る
関
連
行
事
と
あ
わ
せ
て
提
示
し
た
。

A
C
E
C
C
メ
ン
バ
ー
に
も
創
立
1
0
0

周
年
関
連
行
事
へ
の
参
加
を
促
す
べ
く
、社

会
イ
ン
フ
ラ
の
豊
か
な
生
活
へ
の
貢
献
に

関
す
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
防
災
に
関
す

る
国
際
円
卓
会
議
へ
の
招
待
参
加
、1
0
0

周
年
記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
へ
の
招
待
等

を
行
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
行
事
に
対
す
る

A
C
E
C
C
メ
ン
バ
ー
の
関
心
は
高
く
、

積
極
的
な
参
加
が
見
込
ま
れ
る
。

お
わ
り
に

　

前
述
の
理
事
会
開
催
に
加
え
、そ
の
直
前

の
10
月
に
は
、A
S
C
E
の
年
次
大
会
が

パ
ナ
マ
運
河
開
通
1
0
0
周
年
を
記
念
し

て
パ
ナ
マ
市
に
て
開
催
さ
れ
る
。A
S
C
E

で
は
既
に
A
C
E
C
C
メ
ン
バ
ー
へ
の
招

待
を
済
ま
せ
て
お
り
、
土
木
学
会
は
第
23

代
会
長
の
青
山
士
氏（
在
任
1
9
3
5
～

1
9
3
6
）
が
パ
ナ
マ
運
河
の
建
設
に
関

わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ
で
の
記
念
講

演
を
提
案
し
て
い
る
。
今
年
の
秋
に
向
け
、

A
C
E
C
C
に
お
け
る
土
木
学
会
の
活
動

が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
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